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あ　  と　  が　  き

『言語文化研究』第39号をお届けします。

言語文化研究科は2012年 4月に世界言語研究センターと統合し，言語文化専攻・言語社会専

攻及び日本語・日本文化専攻の 3専攻からなる新しい体制となりました。これに伴い，研究科

紀要として本誌『言語文化研究』も新たなスタートを切ることとなり，『世界言語研究センター

論集』及び『言語文化研究』それぞれの伝統を踏まえた議論を重ねて参りました。

従来は専攻ごとに編集作業を行なっていましたが，本年度より執筆要項の作成・査読結果の

審議を 3専攻合同の編集委員会で行なうことになりました。主な変更点は，本号から学術論文

に加え，正式に研究ノートの投稿を認めることと，諸般の事情に鑑み査読者の氏名を公表しな

いという 2点です。

本号でも，これまでと同様，論文 1篇につき 2名の査読者に査読をお願いしました。査読者の

うち少なくとも 1名は言語文化研究科以外の方とし，審査の厳正を期しています。各査読者の評

価・コメントに基づき，紀要編集委員会の責任で，投稿論文の採否を審議し決定致しました。

今年度は26名（研究科内12名，研究科外14名）の先生方に査読をお願い致しました。お忙し

い中，快くお引き受けいただきました先生方には，改めて深く感謝申し上げます。

紀要編集委員会委員（◎：委員長）

井元秀剛・植田晃次・大津智彦・◎岸田文隆・郡史郎・小杉世・◎坂内千里・平山晃司・

藤原克美・水野博子・村上忠良・ヨコタ村上孝之・米田信子
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　拝啓　早春の候、いよいよ御清祥のことと存じます。このたび大阪大学
大学院言語文化研究科では『言語文化研究』　第 39 号を刊行いたしました
ので１部御送付申し上げます。
　御手数とは存じますが、別紙受領書を折返し御送り下さい。
　なお貴学において外国文学・語学をはじめ言語文化関係の研究出版物を
御刊行の節は１部御寄贈下さるよう御願い申し上げます。
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